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の準備作業として位置づけられる。  
 第六章では、シュッツの時間論を「垂直に積み重なる時間」という語のもとに捉え、
それを過去・現在・未来の時制ごとに研究した。その結果明らかになったのは第一に、
「把持」および「沈殿」概念をもとに描かれる「垂直に積み重なる時間」における過去
は、シュッツが各私的な経験の沈殿物としての「主観的な知識集積」とは区別して、い
わば経験の社会的な沈殿物としての「社会的な知識集積」という概念を呈示しているこ
とから分かるように、社会的な性格をもつものとして、したがって私には到達しえない
「歴史」の領域へも伸び広がるものとして描かれていることである。また第二に、「予
持」概念をもとに描かれる「垂直に積み重なる時間における未来」は、〈既知の一様態
としての未来〉という「規定可能な未規定性」の性格のもとに描かれる未来と、不意打
ち的に到来する〈非知の未来〉という二種類のものとして描かれうるということである。
そして第三に「垂直に積み重なる時間」における現在は、一方で過去と未来によって支
えられながら、他方で過去と未来を規定するという性格をもち、したがってシュッツに
おける現在と過去および未来との関係は「相互基づけ関係」と呼びうることが明らかに
なった。  
 第七章では、シュッツが『意味構成』第四章で呈示した社会的世界論を「垂直に積み
重なる時間」にもとづいて再構成することを試みた。シュッツの社会的世界論は、客観
的時間を共に構成する再想起および予期という対象的志向性を起点に把握すれば、近代
的世界像をエゴロジカルな視点から捉え直したものとして理解されうる。だが「垂直に
積み重なる時間」をなす把持および予持という地平的志向性にもとづいて把握すれば、
それとは異なった像を結ぶことになる。本論文は、地平的志向性を強調しながら社会的
世界論を再構成することにより、現在の「共在者の世界」での経験は、一方で把持によ
って「同時代者の世界」および「先行者の世界」へと、他方で予持によって「後続者の
世界」へと、つねにすでに結びついているという性格をもつということ、しかも把持お
よび予持は現在化作用である以上、同時代者の世界、先行者の世界、後続者の世界は現
在に宿っていると言うほかないということを示した。  
 最後に結論部では、近代的時間にもとづく世界像と「垂直に積み重なる時間」にもと
づく世界像とを比較し、後者の特性を、過去の他者と未来の他者がそのなかでは現在し
ているという点に求めた。そして本論文の結論として、「垂直に積み重なる時間」にも
とづく世界像とは、「マッハの自画像」の白紙の部分に、過去の他者と未来の他者を書
き込んだものだということを示した。  
 
 
